
皮膚疾患

除去食試験

食物アレルギーの診断には、血清、皮内、パッチ、唾液、毛髪のアレルギー検査がありますが、犬や猫では信頼性が低い
ことが研究で明らかになっており、推奨することはできません。1,3 

キーメッセージ

	 加水分解食やアミノ酸ベース（成分栄養食）の食事は、特に食歴が不明なペットや、多くの食事性タンパク質に曝露し
ているペットの除去食として便利です。4  

	 加水分解食は、タンパク質を細かく分解したもので、そのタンパク質に感作されているペットでもアレルギー反応を
起こしにくくなっています。2,5,6   

	 成分栄養剤は個々のアミノ酸で構成されており、食物有害反応のある子供のための小児・乳児用ミルクに類似して
います。感受性の強い動物にも対応できる場合があります。4 

	 多くの飼い主は、ペットの食物有害反応の可能性に関して、獣医の治療を受ける前に数多くの食事を試すでしょう。こ
れにより新規のタンパク源を見つけることが困難になる可能性があります。4 ペットの食歴から新規のタンパク質を特
定できた場合、除去食は自家製の食餌か動物用治療食のいずれかになります。1,2 

	 自家製の食餌はしばしば栄養バランスが良くないという研究結果があります。したがって、栄養バランスを確保する
ために、自家製の食餌は獣医学栄養師が指導する必要があります。1 

	 「市販の」新規タンパク質食には、ラベルに記載されていない成分が含まれていることがあり、その中には避けるべ
きタンパク質や成分が含まれている可能性があることが研究により示されています。7,8 このリスクを最小限に抑える
ために、治療用新規タンパク質食の使用が推奨されます。  

	 試験中は除去食以外の食品を与えてはいけません。おやつ、食べ残し、味のついた薬、サプリメント、噛むおもちゃ 
(ローハイドなど）を与えると、除去食試験がうまくいかないことがあります。1 

	 除去食の実施により、消化器症状では 1～4 週間、皮膚症状では 4～8 週間で改善が見られることがあります。 
しかし、皮膚症状の完全な改善は、最長で 12 週間後まで認められない場合があります。1 

（次のページに続く)

治療のための栄養

除去食試験は食物への有害反応だと考えられている
食物アレルギーおよび食物不耐性の診断のためのゴ
ールドスタンダードです。1,2いくつかの除去食のオプ
ションがあり、厳格な遵守が必要となります。1,2



ER/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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キーメッセージ（続き）

	 除去食に反応した場合、元の食事を試す必要があります。ペットが反応し、除去食を再開すると再び改善される場合
は、食物有害反応が確認されたことになります。ペットがアレルギーや不耐性を持つ材料を特定するために、材料を 1 
つずつ使用する必要があります。2 

	 食物アレルギーや不耐性が確認されたペットの長期管理には、特定されたアレルゲンや材料を避けることが必要で
す。これが不可能な場合、長期的な管理には通常、加水分解、アミノ酸ベース、または栄養的に完全な新規タンパク質
食の継続が必要です。2  

	 市販の食餌療法食は、製造時に微量のタンパク質の混入を避けるための専用工程を経ていないため、市販の食餌療法
食を用いた成分回避は困難です。7,8 


